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［１］自治会連合会だより 第51号

　

自
治
会
連
合
会
で
は
、「
自
治
会
活
動
支
援
事
業
」

を
設
け
、
単
位
自
治
会
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
地
域
活
動
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と

自
治
会
独
自
に
実
施
す
る
事
業
を
奨
励
し
、
活
動
を

助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
つ
の
自
治
会
が
独
自
の
事
業
を
展
開

し
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
「
ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
」「
防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業
」

を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
第
２
自
治
会
が
利
用
し
ま
し
た
。

【
ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
】

　
本
事
業
は
地
域
の
福
祉
活
動
や
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
、
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
自
治
会
は
本
事
業
を
活
用
し
65
歳

以
上
の
世
帯
を
対
象
と
し
た
台
帳
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
福
祉
活
動
に
お

い
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
事
業
と
し
て
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
や
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、

地
域
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

【
防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業
】

　
本
事
業
は
大
き
な
災
害
に
備
え
て
活
動

す
る
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
研
修
会

等
に
対
し
助
成
を
行
い
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
自
治
会
は
、
12
月
11
日（
火
）に
消

防
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
主
な
内
容
と
し
た
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
第
２
自
治
会
は
集
会
施

設
に
公
衆
浴
場
を
有
し
て
い
る
た
め
、
万

が
一
の
事
態
に
備
え
る
と
と
も
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
重
要
さ
を
再
認
識
で
き
た
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
「
ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
」「
防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業
」

を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
第
２
自
治
会
が
利
用
し
ま
し
た
。

【
ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
】

　
本
事
業
は
地
域
の
福
祉
活
動
や
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
、
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
自
治
会
は
本
事
業
を
活
用
し
65
歳

以
上
の
世
帯
を
対
象
と
し
た
台
帳
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
福
祉
活
動
に
お

い
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
事
業
と
し
て
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
や
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、

地
域
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

【
防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業
】

　
本
事
業
は
大
き
な
災
害
に
備
え
て
活
動

す
る
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
研
修
会

等
に
対
し
助
成
を
行
い
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
自
治
会
は
、
12
月
11
日（
火
）に
消

防
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
主
な
内
容
と
し
た
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
第
２
自
治
会
は
集
会
施

設
に
公
衆
浴
場
を
有
し
て
い
る
た
め
、
万

が
一
の
事
態
に
備
え
る
と
と
も
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
重
要
さ
を
再
認
識
で
き
た
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

◇◇◇ 自治会活動支援事業 ◇◇◇◇◇◇ 自治会活動支援事業 ◇◇◇

春・秋パークゴルフ大会（恩根内）春・秋パークゴルフ大会（恩根内）新生みんなでワイワイ広場新生みんなでワイワイ広場

2018 はなび☆フェス（第２）2018 はなび☆フェス（第２）第１自治会まつり 2018第１自治会まつり 2018

第
２
自
治
会
が
利
用

第
２
自
治
会
が
利
用

助
成
事
業

道
町
連
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第
３
自
治
会（
苫
米
地
正

会
長
）は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
第

３
自
治
会
に
テ
ー
ブ
ル
15

台
、
椅
子
60
脚
、
台
車
３
台

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

第
３
自
治
会
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
自

治
会
活
動
の
拠
点
と
し
て
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
一
層

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
25
日（
水
）、
文
化
会
館

Ｃ
Ｏ
Ｍ
100
に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
美
深
町
自
治
会
連
合
会
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
各
自
治
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
代
議
員
計
40
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
本
平
会
長
が

あ
い
さ
つ
で
今
年
度
の
抱
負
を

述
べ
、
山
口
町
長
が
祝
辞
を
述

べ
た
後
、
荒
川
賢
一
さ
ん
（
第

３
自
治
会
）
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
は
、
自
治
会

活
動
支
援
事
業
の
実
施
や
自
治

会
長
交
流
会
、
各
種
団
体
と
の

意
見
交
換
会
の
開
催
や
広
域
研

修
事
業
へ
の
参
加
な
ど
、
平
成

30
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

案
な
ど
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
を
開
催

定
期
総
会
を
開
催

平
成
　
年
度

30

平
成
　
年
度

30

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で
備
品
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で
備
品
整
備

自治会連合会重点目標
1 自治会相互の連絡協調を図り、

地域づくりを推進します。

2 住民活動を積極的に推進します。

3 行政及び各種団体と連携した
まちづくりにつとめます。

平成30年度
自治会長及び自治会連合会役員名簿

（敬称略）

自 治 会 名 会　　長　　名 連合会役員

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

事務局長

監 事

理 事

会 長

理 事

副 会 長

理 事

監 事

副 会 長

理 事

理 事

第 1 自 治 会

第 ２ 自 治 会

第 3 自 治 会

第 4 自 治 会

第 5 自 治 会

新 生 自 治 会

仁宇布自治会

東 自 治 会

南 自 治 会

敷 島 自 治 会

吉 野 自 治 会

富 岡 自 治 会

斑 渓 自 治 会

川 西 自 治 会

玉 川 自 治 会

西 紋 自 治 会

恩根内自治会

佐　藤　智　三
上　坂　　　貢
苫米地　　　正
本　平　武　士
藤　原　芳　幸
越　智　茂　信
野　村　政　弘
十　亀　孝　宣
村　田　博　美
佐　藤　昭　二
森　元　康　好
中　尾　道　廣
遠　藤　一　昭
三　田　輝　雄
竹　本　　　学
石　崎　正　美
山　形　重　隆

挨拶をする本平会長挨拶をする本平会長

答弁を行う自治会連合会役員答弁を行う自治会連合会役員
第３
自治会
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　５月29日（火）、全道町内会活動研究大会が札幌
市で開催され、本平会長、越智副会長、佐藤事務局
長、事務局担当者の４人で参加しました。
　本大会は、北海道町内会連合会、北海道社会福祉
協議会の共催事業で全道各地から331人が出席し、
長年の功績をたたえる功労者表彰のほか「共に生き
る社会づくり」をテーマとし、講演などが行われま
した。
　表彰式では、美深町自治会連合会に10年以上貢
献されている越智副会長、佐藤事務局長、苫米地理
事の３人が功労者表彰を受賞されました。
　また講師として首都大学東京人文化学研究科教授
の玉野和志さんによる「町内会による住みよいまち
づくり」をテーマとした講演をいただき、現代の町
内会・自治会の課題と解決策などを学びました。

　10月４日（木）、道北ブロック町内会活動研
究大会が豊富町で開催され、自治会連合会の
越智副会長、佐藤事務局長、藤原理事、上坂
監事、事務局担当者の５人で参加しました。
　本大会は、上川、宗谷、留萌管内の道北地
区の輪番制で開催しており、それぞれの管内
の自治会役員など129人が出席し、町内会活
動の現状や課題について情報交換を行いまし
た。
　講演では、ＮＰＯ法人シーズネット孤立防
止担当理事の杉谷憲昭さんが講師を務め「地
域との絆と支え合い～誰もが安心して暮らす
ためには～」をテーマに、高齢化社会が進む
中、地域での繋がりを深めることの大事さを
参加者に語りかけていました。

全道町内会
活動研究大会 町内会活動研究大会

道北ブロック

▲表彰を受けた佐藤事務局長、越智副会長、苫米地理事（左から） ▲講演を聞く自治会連合会役員

第21回 町長杯争奪

自治会対抗パークゴルフ大会
９月22日（土）に「第21回町長杯争奪自治会対抗パークゴルフ大会」が町運動広場で
開催されました。今年はチーム10組の計44人が参加し、スポーツの秋を楽しみました。

成績は次のとおりです（敬称略）成績は次のとおりです（敬称略）

団
　
体
　
戦

個
　
人
　
戦

☆優　勝 第２B 田上　史、中野勇治、東　一美
曽我部猛、新田千富

☆A級 優勝　　　　準優勝　　　第３位
中野勇治　　小林裕二　　東　一美

☆B級 優勝　　　　準優勝　　　第３位
羽山博美　　二宮京子　　曽我部猛

☆C級 優勝　　　　準優勝　　　第３位
高野ハル　　菅野マリ子　田中　明

☆準優勝 第１A 阿部賢一、簗瀬　勇、仲俣元喜
上坂由子

☆第３位 第２A 羽山博美、米澤常樹、
石戸谷栄恵、水口アイ子

平成30年度
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町
自
治
会
連
合
会
と
町
社
会

福
祉
協
議
会
共
催
の
第
17
回
住

民
自
治
福
祉
大
会
を
11
月
10
日

（
土
）、
文
化
会
館
Ｃ
Ｏ
Ｍ
100
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
地
域
で
支
え
る
社

会
福
祉
を
考
え
る
」
を
大
会

テ
ー
マ
に
、
独
立
行
政
法
人
国

立
病
院
機
構
旭
川
医
療
セ
ン

タ
ー
名
誉
院
長
の
箭
原
修
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
認
知

症
の
理
解
と
制
度
を
利
用
し
た

地
域
で
の
支
援
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

箭
原
さ
ん
か
ら
、
高
齢
化
社

会
が
進
む
に
つ
れ
認
知
症
患
者

も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る

中
、
そ
の
対
策
や
認
知
症
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
な
り
に
く
い
人
は

他
人
と
楽
し
く
会
話
を
す
る

人
、
身
体
を
よ
く
動
か
す
人
、

読
書
を
す
る
人
で
あ
る
こ
と
に

対
し
、
認
知
症
に
な
り
や
す
い

人
の
傾
向
と
し
て
は
社
会
活
動

へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
箭
原
さ

ん
は
「
認
知
症
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
日
頃
か
ら
身
体
を
動
か

し
、
よ
く
話
す
こ
と
。
身
体
や

脳
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
衰

え
づ
ら
く
、
元
気
に
生
活
で
き

る
」
と
日
常
の
過
ご
し
方
に
も

注
意
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
福
祉
団
体
や

関
係
団
体
に
よ
る
出
店
コ
ー

ナ
ー
「
福
祉
の
杜
（
も
り
）」

を
開
設
し
、
地
域
特
産
品
の
販

売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
講
演
会

場
で
は
美
深
町
開
拓
１
２
０
年

の
記
念
動
画
を
上
映
し
、
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
美
深
町
に
期
待
を
寄
せ
、

講
演
ま
で
の
時
間
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

地
域
で
支
え
る
社
会
福
祉
を
考
え
る

住
民
自
治
福
祉
大
会
を
開
催

第
　
回
17

▲お楽しみ抽選会▲お楽しみ抽選会

▲認知症の現状について説明する箭原名誉院長▲認知症の現状について説明する箭原名誉院長

▲開会挨拶をする越智社協会長▲開会挨拶をする越智社協会長

▲毎年恒例のにぎわいを見せた出店コーナー▲毎年恒例のにぎわいを見せた出店コーナー

▲閉会の挨拶をする本平会長▲閉会の挨拶をする本平会長▲昼食会の歓談▲昼食会の歓談



　11月12日（月）、13日（火）の２日間、平成30年度自治会連合会視察研修を自治会役員
６人と事務局担当者の計７人で実施しました。
　国で「支える人」「支えられる人」の関係を越えて地域住民一人ひとりが地域を
創っていく「地域共生社会」が目指されている中で私たちの暮らしを支えてくれてい
る人たちの視点を学ぶため、３つの工場を視察し研修しました。

　ニッカウヰスキー余市蒸溜所ではモルトウイ
スキーの製造工程を学びました。手順として製
麦、乾燥、糖化、醗酵、蒸溜、貯蔵・熟成があ
り、敷地内の施設を見学しました。
　創業者である竹鶴政孝氏の意志を受け継ぎ、
昔と変わらない製法で美味しいウイスキーが作
られていました。また、製造工程にある蒸溜で
は石炭を使用し
ますが、石炭で
蒸溜作業を行う
のは世界で余市
蒸溜所だけのよ
うです。

［５］自治会連合会だより 第51号

平成30年度 自治会連合会視察研修

■ニッカウヰスキー余市蒸溜所■ニッカウヰスキー余市蒸溜所

■石狩LNG　　　　　　基地■石狩LNG　　　　　　基地（液化天然ガス）（液化天然ガス）

■江別市環境クリーンセンター■江別市環境クリーンセンター

■最後に■最後に

　江別市環境ク
リーンセンター
ではごみ処理の
行程や施設内の
設備を視察しま
した。江別市環
境クリーンセンター内のごみピットには700ト
ンまでごみを貯めることができ、ピットへ運ば
れたごみはクレーンにより可能な限り細かくさ
れます。その後ごみは破砕機の中へ投入されさ
らに細かくされた後、施設の目玉とも言える
「熱分解ドラム」に投入し約450度で加熱する
ことにより、熱分解ガスとカーボンに改質され
ます。この２つを熱源とし「燃焼溶融炉」によ
り約1,300度で焼却し、灰分をスラグという物
質に変換します。スラグは道路の補修材などに

も使われてお
り、ごみ処理
の際に生じる
物質も有効活
用しているこ
とが分かりま
した。

　今回の視察研修では、私たちの暮らしを支え
ている人たちは普段どのような活動、考えをし
ているのかを見て聞いて学ぶことができまし
た。「支える人」が常に安心・安全を私たちに
届けようとしていることを見習い、９月に起
こったブラックアウトのような非常事態に備
え、地域住民全員が支えあえるような美深町を
作っていきたいという思いが強くなった研修と
なりました。

　石狩LNG基
地ではLNGが
活用される行
程を視察しま
した。LNGは
化石燃料の一
つで、その中
で最も環境に優しいため、地球温暖化に与える
影響は低く、世界各地で採れるため、石油と違
い安定供給が可能な資源です。このガスの体積
を小さくするため温度をマイナス162度まで下
げ液化させてから貯蔵・運搬します。こうして

液化されたもの
がローリー車な
どで北海道の各
地へ運搬され、
さまざまな用途
で活用されてい
ます。
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町
社
会
福
祉
協
議
会
と
町

自
治
会
連
合
会
共
催
の
「
全

町
シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
フ
ェ

ス
タ
」
を
11
月
22
日（
木
）、

23
日（
金
）の
２
日
間
に
わ
た

り
町
民
体
育
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
美
深
町
全
域

の
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と

し
、
身
体
を
動
か
し
て
元
気

ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
今
年
度
が
初
の
試

み
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
２
０
０
人
を
越
え
、
大

盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
88
歳
以
上
の

参
加
者
を
対
象
に
13
人
が

「
高
齢
者
表
彰
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
１
日
目
の
競
技

は
「
輪
投
げ
競
争
」
ほ
か
三

種
目
で
、
全
10
チ
ー
ム
が
接

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
昼

食
に
は
い
ぶ
き
の
会
の
「
豚

汁
」の
ほ
か
、ビ
ブ
リ
オ
テ
ー

ク
と
お
き
ら
く
カ
フ
ェ
の
軽

食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。個
人
競
技
で
は「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
立
て
」
を
行
い
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

参
加
さ
れ
、
楽
し
く
身
体
を

動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
「
フ
ロ
ア

カ
ー
リ
ン
グ
」
の
ほ
か
二
種

目
が
同
時
開
催
さ
れ
、
初
日

に
続
き
盛
会
裏
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
楽
し
か
っ
た
」「
来
年
も
や

10
月
22
日（
月
）、
上
川
管

内
町
内
会
自
治
会
連
絡
協
議

会
研
修
交
流
会
が
士
別
市
で

開
催
さ
れ
、
自
治
会
連
合
会

の
本
平
会
長
、越
智
副
会
長
、

森
元
副
会
長
、
佐
藤
事
務
局

長
、
上
坂
監
事
と
事
務
局
担

当
者
の
計
７
人
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
交
流
会
で
は
、

上
川
管
内
町
内
会
自
治
会
連

絡
協
議
会
主
催
で
、
上
川
管

内
か
ら
62
人
が
参
加
し
、
情

報
交
換
を
行
い
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
士
別
市
環
境
セ
ン

タ
ー
所
長
の
河
口
光
輝
さ
ん

を
講
師
に
「
士
別
市
に
お
け

る
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
ご
み
減
量
化
の
施

策
や
集
め
た
ご
み
を
処
分
す

る
行
程
に
つ
い
て
講
演
を
さ

れ
、
講
演
終
了
後
に
は
施
設

を
視
察
し
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

り
た
い
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
、
次
年
度
以
降
の
取
り

組
み
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

全
町
シ
ニ
ア

元
気
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ

平成30年度

上川管内町内会自治会連絡協議会研修交流会上川管内町内会自治会連絡協議会研修交流会

▲挨拶をする越智社協会長▲挨拶をする越智社協会長▲挨拶をする越智社協会長

▲輪投げリレー▲輪投げリレー▲輪投げリレー

▲フロアカーリング▲フロアカーリング▲フロアカーリング

▲講演をする河口所長▲講演をする河口所長▲講演をする河口所長

▲インドアゴルフ▲インドアゴルフ▲インドアゴルフ

▲ゆっくりゆっくり▲ゆっくりゆっくり▲ゆっくりゆっくり



［７］自治会連合会だより 第51号

　

自
治
会
連
合
会
で
は
、
自
治
会

活
動
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た

め
、
毎
年
各
自
治
会
の
専
門
部
担

当
者
や
各
団
体
の
代
表
者
と
の
意

見
交
換
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
平
成
26
年
度
、
28
年

度
に
続
き
３
回
目
と
な
る
町
議
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
11
月
27

最
後
に

自治会連合会意見交換会
町議会議員懇談会を開催

日（
火
）に
役
場
大
会
議
室
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、自
治
会
長
、

町
議
会
議
員
、
事
務
局
担
当
者
の

総
勢
25
人
が
出
席
。
主
催
者
を
代

表
し
て
本
平
会
長
が
「
美
深
町
は

他
の
市
町
村
と
比
べ
、
町
民
の
自

治
会
加
入
率
が
良
い
。
ま
た
、
他

の
市
町
村
と
の
研
修
や
情
報
交
換

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
現

状
を
維
持
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
南
議
長
か
ら
は
「
数

多
く
の
課
題
を
か
か
え
る
自
治
会

か
ら
、た
く
さ
ん
の
悩
み
を
聞
き
、

可
能
な
限
り
拾
い
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
意
見
交

換
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
で
は
、
事
前

に
各
自
治
会
か
ら
調
査
票
を
取
り

ま
と
め
、
当
日
は
調
査
票
を
基
に

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

自
治
会
か
ら
は
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ

推
進
事
業
や
仁
宇
布
小
中
学
校
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
ま
し
た
。

チ
ョ
ウ
ザ
メ
事
業
で
は
、
大
き
な

施
設
を
建
て
た
が
維
持
管
理
を
す

る
の
は
町
な
の
で
負
担
面
で
問
題

は
な
い
の
か
。
仁
宇
布
小
中
学
校

で
は
、
山
村
留
学
制
度
を
続
け
て

い
く
の
か
、
ま
た
次
世
代
で
支
え

て
い
け
る
の
か
と
不
安
の
声
が
挙

が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
議
会
側
は
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
非
常
に
高
い
が

間
違
い
な
く
日
本
一
の
飼
育
施
設

に
な
る
。
ま
た
、
仁
宇
布
の
山
村

留
学
制
度
に
つ
い
て
は
、
全
国
各

地
か
ら
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

て
充
実
し
た
仁
宇
布
地
区
で
の
生

活
を
過
ご
し
て
お
り
、
今
年
も
数

件
要
望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
校

祭
に
行
っ
た
際
に
は
、
生
徒
が
活

き
活
き
と
活
動
を
し
て
お
り
、
仁

宇
布
地
区
の
山
村
留
学
制
度
の
重

要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
の
停
電
の
と
き
は
、
情
報

共
有
が
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た

た
め
、
情
報
を
公
開
す
る
際
は

大
々
的
に
行
う
こ
と
が
大
事
と
い

う
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

美
深
町
の
福
祉
・
介
護
・
医
療
機

関
施
設
な
ど
を
一
箇
所
に
ま
と
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
意

見
も
挙
が
り
ま
し
た
が
、
議
会
か

ら
は
、
各
施
設
の
制
度
上
の
規
制

も
あ
り
一
箇
所
に
ま
と
め
る
こ
と

は
理
想
だ
が
現
状
は
厳
し
い
の
で

は
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
に
街
路
灯
や
除
雪
の
意
見
が

出
ま
し
た
。
街
路
灯
で
は
自
治
会

の
予
算
の
う
ち
街
路
灯
予
算
が
多

く
を
占
め
て
い
る
自
治
会
も
あ

り
、
維
持
管
理
が
大
変
で
あ
る
と

の
意
見
が
挙
が
り
、
除
雪
で
は
依

頼
が
あ
れ
ば
空
き
家
の
雪
下
ろ
し

を
自
治
会
長
が
や
っ
て
い
る
場
合

も
あ
る
が
、
そ
の
他
の
場
合
は
個

人
の
財
産
の
た
め
手
が
つ
け
ら
れ

な
い
の
が
現
状
と
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

自
治
会
の
多
く
の
悩
み
が
話
題

に
挙
が
り
ま
し
た
。
本
会
で
は
結

論
が
出
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、
お
互
い
に
現
状
を
把
握
で
き

る
良
い
機
会
と
な
り
、
美
深
町
の

課
題
や
問
題
点
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
意
見
交
換
会
と
な
り

ま
し
た
。

美
深
町
の
医
療
・
福
祉
・
介
護

平
成
　
年
度
以
降
の

美
深
町
に
お
け
る
主
要
政
策
事
業

今
後
の
美
深
町
の

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
課
題

31



自治会連合会だより 第51号［８］

第

号

成
平

年

月

日

会
合
連
会
治
自
町
深
美
／
行
発

51

31

みなさんの地域の活動や話題を、豊富に掲載して
まいります。
お気軽に、事務局にお話をお聞かせください。
事務局 美深町役場 総務課 企画グループ

美深町字西町18番地  ☎ 2－1645

3
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平
成
31
年
１
月
５
日（
土
）、
文
化

会
館
Ｃ
Ｏ
Ｍ
100
で
美
深
消
防
団
出
初

式
、
交
流
会
が
行
わ
れ
、
出
初
式
に

は
団
員
、
署
員
あ
わ
せ
て
約
60
人
が

参
加
し
、
消
防
訓
練
や
機
械
器
具
点

検
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
文
化
ホ
ー
ル
に
て
式

典
を
行
い
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団

に
勤
続
し
た
団
員
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
年
交
流
会
で
は
、
消
防
団
員
、

消
防
職
員
、
町
団
体
関
係
者
な
ど
62

人
が
出
席
し
、
本
平
自
治
会
連
合
会

長
、
小
野
寺
消
防
団
副
団
長
か
ら
あ

い
さ
つ
を
頂
き
、
続
く
北
は
る
か
農

業
協
同
組
合
の
中
瀬
組
合
長
か
ら
は

「
今
年
は
火
事
が
起
こ
ら
ず
消
防
団
の

出
動
が
な
い
年
と
な
れ
ば
良
い
」
と

あ
い
さ
つ
の
後
、
乾
杯
で
本
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
な
が
ら
、
町
の
特
産
品
が
当

た
る
余
興
を
楽
し
み
、
日
頃
の
慰
労

と
と
も
に
今
年
１
年
間
の
活
動
に
向

け
、
気
持
ち
を
新
た
に
美
深
町
の
安

全
を
守
る
決
意
を
固
め
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
１
月
12
日（
土
）

に
び
ふ
か
温
泉
で
町
と
意
見

交
換
を
行
う
自
治
会
長
会
議
・

新
年
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

自
治
会
長
会
議
で
は
、
自

治
連
の
事
業
で
あ
る
住
民
自

治
福
祉
大
会
や
11
月
に
開
催

し
た
意
見
交
換
会
の
報
告
、

ま
た
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活

動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

〈
消
防
後
援
事
業
〉

美
深
消
防
団
出
初
式
・
新
年
交
流
会

〈
消
防
後
援
事
業
〉

美
深
消
防
団
出
初
式
・
新
年
交
流
会

平成31年度 自治会連合会定期総会平成31年度 自治会連合会定期総会

日  時 平成31年 月４ 下旬 予定

場  所 美深町文化会館COM100 小ホール

▲あいさつをする本平会長 ▲新年交流会

自
治
会
長
会
議
・
新
年
交
流
会

平
成
　
年
31

町
か
ら
は
平
成
31
年
度
自
治

会
活
動
推
進
交
付
金
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
料
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
理
事
者
を
交

え
た
新
年
交
流
会
を
開
催
し
、

平
成
31
年
の
自
治
会
連
合
会

が
飛
躍
す
る
年
に
な
る
よ
う

親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲開会の挨拶をする本平会長

▲懇親会での歓談


